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音の種類（ラベル）

調理補助
システム

レシピ

① 野菜切る

② 肉を焼く

③ 塩をふる

④ 盛り付け

塩を準備しましょう

面倒！

調理音

推定

ジュ～

存在確率

0

1

①　「焼く」、「切る」といった調理作業そのものだけを推定でき

　　たとしても、調理補助に使いづらい

短所：　センサの設置や装着が面倒

①　レシピの工程を推定

音の特性：　指向性が広い、回折する

→センサ設置位置の制約が少ない

②　推定できる作業の種類が少ない

②　環境音の事前学習済みモデル [4] を使用

　　→　次の工程の内容を示すなど、調理補助に活用

→　食器の音や電子レンジの音など、日常生活で発生する様々な音を　

　　検出し、多種の調理工程を推定
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レシピの工程文を単語化

stopwords (the, to, in など) を除去

平均
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英単語の類似度

0.4

word2vec [5] を用いて単語を

ベクトル化

それぞれの単語ベクトルのコサイ

ン類似度を計算する

事前学習済みモデル [4] 
を使用し、音の存在確率
を予測
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※音の存在確率は、音の
種類ごとに予測される

存在確率音の種類
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音の存在確率

正解

推定

TP FN
FP

TP (True Positive)     工程の区間である部分を正しく　　　
　　　　　　　　　        推定できた

FP (False Positive)    工程の区間ではない部分を誤っ　　　

　　　　　　　　　        て工程の区間であると推定した

FN (False Negative)  工程の区間である部分を推定　　　
　　　　　　　　　　      できなかった

調理音とレシピテキストを用いた調理工程の推定
岩川光一　井本桂右　（同志社大学）

1. 研究動機

2. 従来研究

3. 提案手法

4. 評価実験

評価指標

前提条件

実験結果

次、
何するんだっけ？

調理中
手を洗って、手を拭いて レシピ確認

調理工程の推定を行う理由

・調理音の中で、「焼く」、「切

る」、「その他」それぞれの音

が鳴っている区間を推定 [3]

実装の説明

- 使用したレシピ

- 使用した音

・YouTube のカルボナーラの調理
　動画 [6] の音
・工程と工程の間にカット有

・上記の調理動画に対して自分で書き起こし、chatGPT で英訳したもの

・mean Intersection over Union (mIoU)

音以外を用いた調理作業の推定

・画像や映像を用いて食材の調理状態を推定 [1]

・モーションキャプチャやジャイロセンサを用いて料理の種類と

作業の種類を推定 [2]

音を用いた調理作業の推定

・調理の始まりから終わりまでの一連の音に対し、レシピの各工程の区間を推定

・料理初心者がレシピ通りに調理する時

使用レシピ（カルボナーラ）

・調理工程を 推定 できれば…
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音が発生している区間

本手法のポイント

slice the bacon.

heat the ingredients.
boil the noodles.

serve and complete!

1
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1 2 3 4

カルボナーラのレシピ（例）

1 2 3 4

slice      the      bacon

環境音の存在確率の予測

環境音の事前学習済みモデル [4] を

用いて、身の回りに存在する音（鳥の鳴

き声、水音、エンジン音、食器の音など）

が各時点で存在している確率を予測す

ることが可能

レシピの各工程の区間

（推定結果）

1. Cut the bacon.
2. Grate the cheese and mix it with eggs.
3. Boil the noodles
4. Fry the bacon.
5. Add the boiled noodles and mix.
6. Plate it , and it’s ready to serve
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